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皆様いかがお過ごしでしょうか。やまとの山口洋明です。それでは、9 月のやまとの様子を

お知らせいたします。 

 やまとでは、精米作業も行っています。今回は精米作業についてと、水稲作業の様子につ

いて書かせていただこうと思います。 

やまとには精米機械があります。精米をしたお米を 5 ㎏、10

㎏、20 ㎏、30 ㎏と分けて販売させていただいています。長いつ

きあいのある企業様や個人でご購入される方からいろいろいら

っしゃいます。ご連絡をいただければ配達させていただきます。 

そしてコメツキムシ等から守るために冷蔵庫に入れて保管し

ています。また、定期的に掃除はしていますが、特に夏場は虫が

出やすいので念入りにしています。 

今後も品質を守るためにも、丁寧な作業に努めていこうと思いま

す。 

 そして田んぼのヒエ抜きですが、台風 11 号が通りすぎてからまた一段と暑くなり大変な

作業でした。つらい作業が続きましたが、「昨年よりいいお米を作りたい」と利用者様も日々

ドロドロになりながら作業に取り掛かっておられました。 

徐々に稲穂は黄金色に変わってきており、「稲刈りは初めてするけど頑張ります！」、「今年

も稲刈りの手伝いはまかせてください！」と利用者様もとてもやる気に満ちてきています。 

手袋をきちんとつけているか等、安全確認をし、怪我無く作業が終えられるように利用者の

皆様と共に頑張りたいと思います。 

順調にいけば昨年同様、10 月初旬には稲刈り作業に取り掛かれると思います。 

 まだまだ新型コロナウイルス感染症は収まる気配はありませんが、新しいワクチンでの 4

回目接種の話もでてきています。また、海外では徐々にマスクを着けずに感染症と共存する

With コロナが進んできているようです。日本でも近々議論がされていくかもしれませんね。 

皆様におかれましてもくれぐれもお体にはご自愛ください。 

それではまた来月！ 

 


